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各学校のOJTに係る
調査・研究を通して

大分市教育委員会は、大分大学教育学部と連携し、これまで様々なテーマに
ついて協議を重ねてきた。令和4年度からは、一年間の準備期間を経て、「学生
及び教員の資質向上を図る『人材育成』の在り方」をテーマに、各学校のOJTに
係る調査・研究を行っている。
ここでは、大分市内の学校において特長的なOJTに取り組んでいる３校（長浜
小学校、豊府小学校、鶴崎中学校）に対して行った調査・研究のまとめとともに、
効果的なOJTの在り方等について報告する。



全国的なベテラン教員の大量退職に伴い、若手教員が増加している傾向が見ら
れ、大分市においてもその傾向は同様である。
多様化・複雑化する教育課題への対応など、経験年数を問わず教員の資質能力の
向上は喫緊の課題である。そのため、OJT、Off-JT、SD（自己啓発）による人材育
成が欠かせず、今後、各学校において計画的・組織的にOJTに取り組むことが求め
られる。

■ なぜOJTが必要なのか？
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ベテラン教員の退職大分市の教員の年齢構成

令和４年度「大分市の教育」より
※校（園）長・教頭・主幹教諭・指導教諭・教諭（再任用者及び臨時講師は含まず）
※小学校に義務教育学校（前期課程）、中学校に義務教育学校（後期課程）を含む

今後、ベテラン教員が大量退職を
迎え、実践的な知識や指導技術を
組織的・計画的・継続的に次世代
の若手教員に継承していく機会が
ますます重要となってくる。
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大分市初任者研修対象者の人数の変遷

大分市では、平成２２年からの１０年間
あまりで、初任者研修の対象者が約５倍
増加している。今後もこの傾向が続くこ
とが予想される。

若手教員の増加

■ なぜOJTが必要なのか？



■ OJT（On the Job Training）とは

ＯＪＴ（On the Job Training）は、一般に、「職場の上司や先輩が部
下や後輩に対し、具体的な仕事を通じて、職務に必要な能力を組織的・
計画的・継続的に指導し、修得させることによって、全体的な業務処理
能力や力量を育成する活動のこと」

人材育成の三本柱の関係 【人材育成の三本柱】
▶学校内人材育成➡OJT（On the Job Training）

：学校内における研修

▶学校外人材育成➡Off-JT（Off the Job Training）
：学校外における研修

▶自己啓発➡SD（Self-Development）
：教職員自身による力量形成

人材育成

OFFーJTSD

OJT

学校内人材育成

学校外人材育成自己啓発



■ どのような人材を育成していくのか

これは、教職人生の各ステージでどのよ
うな資質能力を身に付けるのかを示した
「大分県公立学校教員育成指標」
（R5、１月改訂）です。初任者であれ
ば、第１ステージの基礎形成期に示され
ている資質能力の育成を図ります。

※令和５年度大分市教職員研修計画P５を参照するか、
下記の「大分県公立学校教育育成指標」をクリック
すると見ることができます。

※

「大分県公立学校教育育成指標」

https://www.pref.oita.jp/site/gakkokyoiku/oitakenkyouinnikuseishihyou.html

